1 劇 を やる の は 何のた めだろう 

子供た ちが 集まって 劇 を するとい うこと は、 楽しい 

遊びで あると 同時に、 おた がいの 勉強で あると いう こ 

と を 忘れない ようにしたい。 

楽しい 遊びで あるから に は、 思う存分、 自分が 面白 

いと 思うよう に、 そして、 人 も 面白がる ように やる の 

がいい。 自分 だけが 面白く、 人に は それほど 面白くな 

いという ような やり方、 あるいは、 人 を 面白がらせよ 

うとば かり あせって、 自分 は そのために かたくなった 



とで あり. 劇 をす る ことによって、 獻を 見せる 方 も 見 

る 方 もこの 訓練が 自然にで きる はず だから、 君た ちの 

熱意 は、 やがて、 最近の みだれた 国語の 品位 や 魅力の 

かいふくに 大きな 役割 を はたす ことになるの である。 

それと、 もう ひとつ。 劇が おた がいの 勉強になる わ 

け は、 はじめに いった 通り 見せる 方と 見る 方と が、 力 

を あわせ、 気 もち を そろえる ことが 大事な ので、 その 

ために は、 劇 を 舞台に かける 前から、 なるべく、 いろ 

いろな めんどうな 仕事 を、 みんなで 分担 をき めて 手つ 

だうよう にしなければ ならない。 ここから、 劇と いう 

仕事の はじめから 終りまで を、 ；&間 同志が 仲間 どうし 



らしく 責任 を もち、 同じ 目的に むかって 協力す る 精神 

と、 ふくざつな 仕事 を もっとも 順序よ く、 むだ を 少な 

く、 完全に 仕上げる 技術と を やしなう 機会が 得られる 

ので ある。 これ は、 めいめいの 立場から いえば、 やが 

て 社会に 立って 一人前の 働き をす るう えに、 ひじょう 

な 強みと なり、 全体の 立場から いうと、 そういう 訓練 

のでき た 人々 の 集りから は、 もっとも 進歩した 社会が 

生れる わけなの である。 



2 劇 は 人真似であって はならない 



3 劇の ほんとうの おもしろ さは どこに あ 

るか 

劇の 面白さが そこから 出て くるに はちが いないが、 

劇 を 面白く する に は、 それ を 十分に 利用し、 それ をで 

きる だけ 印象の 深い ものにしなければ ならない。 

すぐれた 脚本 は、 そのために 書かれた ものである。 

しかし、 脚本が いかにす ぐれて いても、 それだけ では 



4 俳優 はい やしい ものであって はなら な 

ヽ 

即興と は、 前もって 考えたり、 おぼえた リ、 練習し 

たりし ないで、 いきなり 出た とこ 勝負で 作り だす もの 

を いうので ある。 

劇に も、 前にい つたよう な 場合 を 別にして、 あら か 

じめ 脚本 を 土台に して 稽古 をした のでな く、 舞台に 出 

ると きに、 はじめて 役が あたえられ、 それぞれの 人物 

は 舞台の 上で、 たがいに 勝手な こと を しゃべり、 そう 



昔、 河原乞食と さえい われた、 いやしい 職業の もの を 

指す という ことになると、 君た ちの 好きな 劇 は、 いつ 

た いどうなる のか？ 

劇と いう ものに 対する 誤解が、 まだ 君た ちの まわり 

にある と 思う。 

劇 は、 けっして、 本来、 いやらし いもので も、 あさ 

ましい もので もない。 しかし、 やり方し だいで、 いや 

らしく も、 あさまし くもなる ものである。 

5 劇 はどう やったら よい か 



いくつかの 候補 作品のう ちから、 みんなで いろいろな 

意見 を だしあ つ て、 どれ かにき める という ふうに した 

いと 思う。 

それが、 なぜい いか、 どこが 面白い か を、 みんなが 

十分に のみこんで かかる のが、 一 番、 劇 を やる のに 大 

事で ある。 だから、 できれば、 脚本 も、 ほかに もとめ 

るか わりに、 自分た ちで つくる のが、 なによりも のぞ 

ま ， ( > I 

これ は むずかしい ことのよ うだが、 実際 は、 むず か 

しい ことぐ らいなん でもない。 それほど、 面白く、 か 

つ、 有益な ことで ある。 



最後に 一 人が、 全部 を はじめから 読み あげる。 それ 

を また、 みんなで、 気の ついた ところ をい つて、 なお 

すと Y 」 ろ はなおす。 

やがて、 その 脚本 を 台本に して、 稽古に かかる の だ 

が、 稽古 中 も、 みんなが、 劇 を できるだけ よく、 面白 

くす るた めに、 どしどし 意見 を だし、 演出 者が 最後に、 

それ を、 採用す るか どうか をき め、 最後まで、 みがき 

を かける。 

演出 者 は、 演技 者と 同じように、 劇 をす る 上に なく 

て はならない 人で あり、 劇の 責任者で ある。 

演出 者の 仕事 は、 俳優の 演技 や 衣裳、 舞台装置 など、 



すべての くふう、 せいとん を 指揮す るば かりで なく、 

その 作者の いおうと している こと、 考えて いる ことと 

それ を 俳優が、 自分の 解 しゃくや くふうに よって、 演 

技す る こととの、 完全な 調和と 融合 を はかる ことに あ 

る。 

その上で、 その 俳優の 才能 や 経験、 そのほか 特殊な 

素質に あうよう な 演出の 仕方 をし なければ ならな い。 

6 劇の よさ は どこに あるか 
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